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第
11
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議

会
が
９
月
18
日
（
土
）
、
合
川
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

前
回
の
第
10
回
協
議
会
が
散
会
と
な
っ

た
た
め
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
５

つ
の
案
件
と
合
併
協
定
書
案
な
ど
が

協
議
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
議
の
冒
頭
、
岸
部
会
長
か
ら
、

自
分
の
（
新
市
庁
舎
の
建
設
位
置
を

め
ぐ
る
）
発
言
が
も
と
で
前
回
の
協

議
会
が
流
会
し
た
こ
と
に
つ
い
て
陳

謝
が
あ
り
、
ま
た
、
４
町
長
で
の
会

談
で
も
基
本
的
な
認
識
に
違
い
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。�

　
今
回
協
議
さ
れ
た
事
項
は
、
①
市

庁
舎
の
建
設
場
所
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
新
市
の
基
本
計
画
「
新
市
ま
ち�

づ
く
り
計
画
案
」
、
②
鷹
巣
阿
仁
広�

域
圏
組
合
な
ど
の
「
一
部
事
務
組
合

の
取
り
扱
い
」
、
③
各
町
で
異
な
る

税
率
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
国

民
健
康
保
険
事
業
」
の
取
り
扱
い
、

④
入
浴
券
交
付
、
は
り
、
き
ゅ
う
施

術
助
成
な
ど
の
「
高
齢
者
福
祉
事
業
」
、

⑤
「
病
院
事
業
」
に
つ
い
て
の
継
続

協
議
と
な
っ
て
い
た
５
つ
の
項
目
、

そ
し
て
、
合
併
協
定
書
案
で
す
。�

　
②
、
③
の
項
目
に
つ
い
て
は
各
町

で
異
な
る
現
状
・
利
用
実
態
等
を
乗

り
越
え
、
新
市
で
統
一
し
て
行
く
方

向
で
調
整
案
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
⑤
の
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

川
町
の
委
員
か
ら
「
新
病
院
の
財
政

計
画
が
不
透
明
。
（
新
病
院
事
業
に

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
）
公
立
米
内

沢
病
院
の
累
積
欠
損
額
な
ど
が
理
解

で
き
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
同
意

で
き
な
い
。
議
会
に
持
ち
帰
っ
て
協

議
し
た
い
」
と
の
意
見
を
受
け
て
、

病
院
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
①

の
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
合

わ
せ
、
９
月
22
日
に
開
催
さ
れ
る
合

川
町
議
会
全
員
協
議
会
で
の
同
意
が

得
ら
れ
た
段
階
で
の
合
意
と
い
う
条

件
付
確
認
と
な
り
ま
し
た
。�

　
な
お
、
22
日
の
合
川
町
議
会
全
員

協
議
会
で
は
事
務
局
案
の
同
意
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
こ
の
結
果
、
「
病
院
事
業
」
と
、

関
連
す
る
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

が
合
併
協
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
最

後
の
協
定
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

町
　
長
　
日
　
誌

町
　
長
　
日
　
誌
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８
日
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９
日
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木
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10
日
（
金
）

11
日
（
土
）

12
日
（
日
）

14
日
（
火
）

交
通
指
導
隊
再
任
委
嘱
状
交
付
。�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
民
間
移
行
に
関
す
る
説
明
会
に
出
席
。�

第
14
回
四
町
長
会
談
に
出
席
。�

各
地
区
の
敬
老
式
に
出
席
。
（
七
座
、
綴
子
、
坊
沢
、

七
日
市
、
栄
）�

学
卒
求
人
要
請
の
た
め
事
業
所
を
訪
問
。�

北
秋
中
央
病
院
運
営
委
員
会
に
出
席
。�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
七
座
地
区
説
明

会
に
出
席
。�

個
人
情
報
保
護
審
議
会
で
委
嘱
状
を
交
付
。�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
坊
沢
地
区
説
明

会
に
出
席
。�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
綴
子
地
区
説
明

会
に
出
席
。
。�

青
山
荘
敬
老
式
に
出
席
。�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
沢
口
地
区
説
明

会
に
出
席
。�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
鷹
巣
地
区
説
明

会
に
出
席
。�

野
呂
田
芳
成
後
援
会
北
秋
田
郡
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
開
会
式
に
出
席
。�

第
２
回
た
か
の
す
太
鼓
祭
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
出
席
。�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
栄
地
区
説
明
会

に
出
席
。�

各
地
区
の
敬
老
式
に
出
席
。
（
鷹
巣
、
沢
口
）�

「
あ
き
た
水
と
緑
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で

歓
迎
の
挨
拶
。�

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
関
す
る
七
日
市
地
区
説

明
会
に
出
席
。�

平
成
16
年
第
５
回
鷹
巣
町
議
会
定
例
会
初
日
。�

第11回鷹巣阿仁地域合併協議会�

合併調印に向けて最後の協定項目を協議�

「病院事業」などを協議した第11回合併協
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水
稲
関
係
で
は
、
本
年
は
育
苗

期
後
半
に
最
低
気
温
が
15
℃
を
上

回
る
日
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
苗

い
も
ち
の
発
生
が
見
ら
れ
、
ま
た
、

平
年
に
比
べ
本
田
で
の
発
生
も
多

く
７
月
23
日
に
は
県
か
ら
「
穂
い

も
ち
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
現
地
調
査
の
実
施
や
、

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
に
よ
り
防
除

の
徹
底
と
被
害
拡
大
の
防
止
を
図

っ
て
い
ま
す
。
　�

　
米
数
量
調
整
円
滑
化
推
進
事
業

は
、
生
産
調
整
の
第
１
次
転
作
等

の
確
認
を
関
係
機
関
・
団
体
の
協

力
の
も
と
、
７
月
７
日
ま
で
に
終

了
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域

間
調
整
後
の
生
産
目
標
数
量
10�
’

２
４
０
ｔ
、
水
田
作
付
面
積
１
８

３
２
ha
に
対
し
、
生
産
確
定
数
量

10
’
２
３
５
ｔ
、
水
田
作
付
面
積

１
８
３
１
ha
の
実
施
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
鷹
巣
町
水
田

農
業
推
進
協
議
会
の
集
計
に
よ
る

と
、
配
分
農
家
１
７
２
４
名
に
対

し
、
生
産
調
整
参
加
者
は
１
４
５

８
名
、
参
加
率
は
84
・
６
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
　�

　
７
月
末
現
在
の
青
果
物
の
出
荷

状
況
は
、
生
産
量
前
年
同
月
比
で

△
17
・
３
％
、
販
売
額
は
30
’
１

９
６
千
円
で
前
年
同
月
比
△
27
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
産
量

が
減
少
し
て
い
る
の
は
集
計
の
方

法
が
昨
年
と
異
な
る
た
め
で
、
実

質
的
に
生
産
量
は
昨
年
並
と
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
販
売
額
の
減
少

理
由
は
、
昨
年
の
キ
ュ
ウ
リ
の
市

場
価
格
が
天
候
不
順
に
よ
り
高
値

で
推
移
し
た
の
に
対
し
、
今
年
は

落
ち
付
い
た
値
動
き
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
　�

　
台
風
15
号
に
よ
る
農
産
物
の
被

害
は
、
秋
田
県
沿
岸
部
を
中
心
に

塩
害
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生

し
て
ま
す
が
、
当
町
で
は
、
強
風

で
野
菜
を
中
心
に
７
４
１
０
万
５

千
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事

業
の｢

坊
沢
地
区｣｢

蟹
沢
地
区｣

は
、

面
工
事
の
荒
整
地
が
完
了
し
、｢

楢

木
田
地
区｣

は
橋
梁
の
下
部
工
が

発
注
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

綴
子
地
区
の
基
幹
水
利
事
業
及
び

た
め
池
等
は
８
月
31
日
に
発
注
済

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
秋
田
の
木
・
利
用
推
進
木
造

公
共
施
設
等
整
備
事
業
」
前
山
森

林
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
７
月
下
旬

に
建
築
工
事
を
発
注
、
11
月
中
旬

完
成
の
予
定
で
す
。�

　
ま
た
、
新
し
い
「
木
と
の
出
会

い
」
推
進
事
業
、
木
柵
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
工
事
は
、
８
月
中
旬
に

発
注
し
10
月
下
旬
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
　�

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除

は
、
例
年
よ
り
発
生
時
期
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
各
町
内
会
の
防
除
で

一
世
代
被
害
発
生
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

引
き
続
き
二
世
代
被
害
発
生
の
８

月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
、
各

町
内
会
へ
薬
剤
散
布
機
を
貸
出
し

し
防
除
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
熊
の
有
害
駆
除
は
、
例
年
よ
り

出
没
回
数
が
多
い
こ
と
か
ら
７
月

下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
鷹
巣

猟
友
会
の
協
力
の
も
と
有
害
駆
除

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
人

身
被
害
防
止
と
農
作
物
の
被
害
防

止
の
た
め
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
有
害
駆
除
の
体
制
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
平
成
16
年

度
現
地
調
査
区
域
で
あ
る
坊
沢
、

綴
子
の
各
一
部
の
現
地
確
認
調
査

を
８
月
か
ら
実
施
し
、
９
月
末
で

終
了
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成

15
年
度
に
調
査
し
た
坊
沢
、
鷹
巣

の
各
一
部
は
、
本
閲
覧
に
向
け
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。�

農

林

課

関

係

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
の
資
格
管
理
、
介
護
保

険
料
の
賦
課
・
収
納
、
介
護
サ
ー�

ビ
ス
の
給
付
管
理
な
ど
、
適
正
な

事
業
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
の
利
用
状
況

は
、
５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
の

間
、
館
利
用
者
６，

７
０
４
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
第
54
回
社
会
を
明
る
く
す
る�

運
動
」
が
７
月
２
日
に
、
た
か
の

す
風
土
館
駐
車
場
を
会
場
に
町
内

小
・
中
・
高
校
生
並
び
に
保
護
司

会
な
ど
関
係
団
体
約
４
３
０
人
が

参
加
し
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
地
区
集
会
等
を

開
催
し
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
、

非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
づ
く
り

な
ど
を
呼
び
か
け
、
街
頭
パ
レ
ー

ド
を
行
な
い
ま
し
た
。�

　
昨
年
７
月
に
制
定
さ
れ
た｢

次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法｣

に

基
づ
き
、
各
市
町
村
等
は
本
年
度

中
に
、
子
育
て
中
の
親
と
子
が
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を

創
設
す
る
た
め
の
「
地
域
行
動
計

画
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
本
町
で
は
、
鷹
巣
町
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
委
員

会
設
置
要
項
に
基
づ
き
８
月
３
日

に
第
１
回
の
策
定
委
員
会
を
開
催
、

鷹
巣
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
長
を
は
じ
め
15
人
の
策
定
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
し
地
域
特
性
に

応
じ
た
計
画
原
案
の
策
定
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
　�

�

� �

福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
関
係
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健
康
で
快
適
な
職
場
環
境
の
構

築
と
、
職
員
各
自
の
健
康
状
態
を

よ
り
高
く
維
持
・
確
保
す
る
た
め
、

８
月
４
・
５
日
の
２
日
間
、
２
８

９
名
の
職
員
を
対
象
に
定
期
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
４
月
か
ら
更
新
を
続
け
て
い
る

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
と
比
べ
ア
ク
セ
ス
数
も
伸

び
て
い
ま
す
。�

　
町
の
行
事
日
程
の
周
知
や
広
報

な
ど
に
加
え
、
行
政
資
料
や
催
事

の
案
内
な
ど
、
今
後
も
一
層
充
実

し
た
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。�

　
７
月
４
日
、
米
代
川
河
川
敷
で
、

鷹
巣
町
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ

れ
、
各
地
区
消
防
団
、
婦
人
消
防

協
力
隊
約
２
６
０
人
が
参
加
し
て
、

自
動
車
ポ
ン
プ
繰
法
、
小
型
ポ
ン

プ
繰
法
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
７
月
25
日
、
上
小
阿
仁
村

を
会
場
に
、
大
館
北
秋
田
支
部
消

防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
か

ら
第
６
・
７
・
９
分
団
が
出
場
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。�

　
「
夏
の
交
通
安
全
運
動
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
」
が
８
月
１
日
か
ら

10
日
ま
で
実
施
さ
れ
、期
間
中「
道

の
駅
」
で
交
通
安
全
協
会
、
交
通

安
全
母
の
会
な
ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー

に
チ
ラ
シ
や
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
　�

　
８
月
27
日
、
鷹
巣
町
環
境
保
全

審
議
会
が
開
か
れ
、
公
募
等
で
募

っ
た
10
名
の
方
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
今
年
度
中

に
策
定
予
定
の
「
鷹
巣
町
環
境
保

全
基
本
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て

審
議
す
る
予
定
で
す
。�

総

務

課

関

係

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
関
係

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
関
係

　
平
成
16��
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
14
日
か
ら
28�
日
ま
で
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
提
出

議
案
に
つ
い
て
の
大
綱
質
疑
な
ど
が
行
わ
れ
、
16�
日
、
17�
日
の

２
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
、
21�
日
か
ら
は
各
常
任
委
員
会

で
付
託
議
案
等
を
審
議
し
28
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
り
、
９
月
定
例
議
会
の
行
政
報

告
と
補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財

務

課

関

係

　
５
月
20
日
以
降
８
月
31
日
ま
で

の
各
関
係
の
工
事
等
発
注
に
伴
う

主
な
契
約
の
状
況
は
、
１
０
０
万

円
以
上
55
件
で
、
４
億
９
２
０
２

万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

�

　
第
７
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協

議
会
が
７
月
１
日
に
阿
仁
町
で
開

催
さ
れ
、
協
議
内
容
の
国
民
健
康

保
険
事
業
は
、
一
部
別
途
提
案
す

る
こ
と
、
介
護
保
険
事
業
は
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
具
体
案
の

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
消
防
団
の
取
扱
い
は
継
続
審
議

と
な
り
、
行
政
区
の
取
扱
い
は
原

案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
議
会
の
議
員
の
定
数
及

び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

新
市
の
議
員
定
数
は
26
人
と
す
る
、

合
併
か
ら
１
年
間
引
き
続
き
新
市

の
議
会
議
員
と
し
て
在
任
す
る
調

整
内
容
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
第
８
回
協
議
会
は
７
月
16
日
に

合
川
町
で
開
催
さ
れ
、
水
道
事
業
、

商
工
・
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
一

部
修
正
の
う
え
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
広
聴
、
姉
妹
都
市
・
国
際
交

流
事
業
な
ど
も
原
案
ど
お
り
確
認

さ
れ
、
合
併
の
期
日
は
平
成
17
年

３
月
22
日
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。�

　
第
９
回
協
議
会
は
８
月
６
日
に

鷹
巣
町
で
開
催
さ
れ
、
主
な
協
議

内
容
は
障
害
福
祉
事
業
、
高
齢
者

福
祉
事
業
、
児
童
福
祉
事
業
な
ど

で
、
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
ま
し

た
消
防
団
の
取
扱
い
、
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
一
部
修

正
の
う
え
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
　�

　
７
月
16
日
、
県
男
女
共
同
参
画

課
長
か
ら
役
場
職
員
を
対
象
と
し

た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
必
要

性
に
つ
い
て
」
の
講
話
を
い
た
だ

き
、
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
共

有
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。�

�

　
平
成
16
年
度
町
税
の
課
税
状
況

は
、
町
民
税
は
納
税
義
務
者
数
８

５
４
６
人
、
当
初
調
定
額
４
億
７

２
２
８
万
９
千
円
、
固
定
資
産
税

は
納
税
義
務
者
数
９
４
１
３
人
、

当
初
調
定
額
９
億
１
６
６
５
万
２

千
円
、
軽
自
動
車
税
は
課
税
台
数

８
５
４
９
台
、
当
初
調
定
額
３
４

５
１
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

税

務

課

関

係

�

《９月定例議会》
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平

成

19

年

開

催

�

秋
田
わ
か
杉
国
体
に
向
け
て�

　
平
成
19
年
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催
に
向
け
て
、
こ

の
７
月
か
ら
大
規
模
な
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
た
鷹
巣

体
育
館
が
竣
工
し
、
明
る
く
利
用
し
や
す
い
施
設
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
主
な
改
修
点
は
、
フ
ロ
ア
の
ゆ
が
み
の
解
消
、
照
明

器
具
の
切
り
替
え
、
玄
関
の
自
動
ド
ア
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ト
イ
レ
設
置
な
ど
で
、
壁
な
ど
も
明
る
い
色
調

の
も
の
に
変
わ
り
、
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
し
ま
し
た
。

　
10
月
か
ら
利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、
各
種
の
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
活
動
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
体
育
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
事

業
と
し
て
、
９
月
23
日
（
木
）
、
Ｖ
リ
ー
グ
日
立
佐
和

チ
ー
ム
（
菅
原
貞
敬
監
督
：
能
代
市
出
身
）
の
選
手
ら

に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
や
紅
白
試
合
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
教
室
に
は
、
県
北
一
円
の
小
・
中
・
高
校
、
ス
ポ
小

な
ど
か
ら
合
わ
せ
て
20
団
体
、
３
２
０
人
以
上
が
参
加
、

Ｖ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る
日
立
佐
和
の
選
手
た
ち
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
教
室
に
参
加
し
た
柴
田
早
紀
さ
ん
（
中
央
小
６
年
）

は
、
「
ス
パ
イ
ク
の
打
ち
方
な
ど
も
、
わ
か
り
や
す
く

教
え
て
も
ら
え
た
の
で
、
中
学
校
に
行
っ
て
も
バ
レ
ー

を
続
け
る
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

●
新
し
く
な
っ
た
体
育
館
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
で
は
、
現
役
の
Ｖ
リ
ー
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
か

ら
小
中
学
生
た
ち
が
直
接
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

●フロアの高低差を解消、また照明器具をハロゲンラン
プに交換し、アリーナがたいへん明るくなりました。

●迫力のあるスパイク、絶妙なトスなど、ハイレベルな
プレーを見ることができた日立佐和の紅白試合。

●おむつ交換用のベビーベッドを
　設置したトイレ室。どなたでも
　利用できます。

●玄関の片方のドアを自動ドアに
　しました。車椅子の方でも大丈
　夫です。

●放送機器も更新しました。スポ
　ーツ以外のイベントなどでも活
　躍しそうです。

AKITA�
WAKASUGI�
KOKUTAI

鷹
巣
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン�
鷹
巣
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン�

◇鷹巣町は、平成１９年国体の「９人制女子バレーボール競技」の会場です◇�

●
明
る
く
、
利
用
し
や
す
い
施
設
に
一
新
●�



●仙北町の「蘭導（らんどう）」は、旧
「大曲太鼓道場」の名称で何度も鷹巣に
来ていただいています。今年は、ラテン
の乗りで、観客の子どもたちもジャンプ！

●フィナーレには婦団連の阿波踊りも登場。出演者と
観客、大人と子ども、会場が一体となって終演を迎え
ました。

●
１
０
０
名
近
い
叩
き
手
で
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
演
奏
し
た
「
鷹
巣
祇
園
太
鼓
」
。

人
数
が
多
い
だ
け
に
全
員
が
調
子
を
合

わ
せ
る
の
は
難
し
く
、
最
後
に
ピ
タ
リ

と
決
ま
っ
た
瞬
間
に
は
大
き
な
拍
手
が

湧
き
ま
し
た
。

●今回トリを取った「鷹巣ばやし普及会」。シン
セサイザーを入れた曲などで新しい和太鼓のスタ
イルに挑戦。締太鼓の軽やかさと大太鼓の力強さ
にも拍手が送られていました。

なまはげさん、少し
こわかったかも。

●「綴子上町大太鼓保存会」。上町の一番大きな太鼓は
直径3.80ｍ、胴の長さが4.52ｍ、重さが3.5ｔもあります。
二番目のものでも直径3.33ｍ。太鼓の上はビルの２階の
高さです。

綴子上町�

●
か
わ
い
ら
し
さ
で
会
場
の
歓
声

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
「
婦
団
連

ふ
る
さ
と
子
ど
も
太
鼓
」
。
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綴
子
大
太
鼓
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
太
鼓
団
体
が
出
演
し
た
「
第
２

回
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り
」
が
９
月
11
日
（
土
）
、
大
太
鼓
の
館
・
野

外
ス
テ
ー
ジ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
太
鼓
フ
ァ
ン
が
太
鼓
の
リ

ズ
ム
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
太
鼓
祭
り
は
、
町
観
光
協
会
や
太
鼓
団
体
で
組
織
す
る
「
た
か
の
す

太
鼓
祭
り
実
行
委
員
会
（
織
山
盛
二
会
長
）
」
が
主
催
。
今
年
は
「
太

鼓
の
里
づ
く
り
」
の
原
点
で
も
あ
る
大
太
鼓
の
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
日
没
間
近
の
午
後
５
時
か
ら
始
ま
っ
た
祭
り
の
幕
開
け
に
登
場
し
た

の
が
綴
子
上
町
、
下
町
の
大
太
鼓
。
３
ｍ
を
超
え
る
４
台
の
大
太
鼓
が

大
音
響
で
観
衆
の
度
肝
を
抜
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
町
内
外
の
７
つ
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

ス
タ
イ
ル
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
太
鼓
の
音
を
初
秋
の
夜
空
に
響
か

せ
、
太
鼓
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

●お隣の田代町から駆けつけていただいた「田代太鼓振興会」
の皆さん。演奏しながらのジャンプは大受け。パフォーマン
スでも魅せてくれました。

●迫力十分の「なまはげ太鼓」。この形相で会
場を行ったり来たり。子どもたちはさぞこわかっ
たと思いきや、もう一度見たいとアンコール。

●なまはげとは対照的に、軽やかな振り付けと
演奏で華やかさを演じた「婦団連ふるさと太鼓」。

●「綴子下町大太鼓保存会」。下町の一番大きな太鼓は
直径3.71ｍ。二番目のものでも直径3.44ｍ。下町の3.71
ｍの太鼓は最も大きな和太鼓としてギネスブックで認定
されています。

●
●
●

第
２
回
た
か
の
す
太
鼓
祭
り
●
●
●

秋
の
夜
空
に
轟
く
太
鼓
の
響
き�

秋
の
夜
空
に
轟
く
太
鼓
の
響
き�

綴子下町�

●
大
太
鼓
の
伝
統
を
子
ど
も

た
ち
も
受
け
継
ぎ
ま
す
。

「
綴
子
下
町
婦
人
会
」
。
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今
回
は
、
昭
和
22
年
に
被
害
を
受
け
た
水
害
と
、
視
察

の
た
め
来
町
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
御
巡
行
の
よ
う
す
を
、

当
時
の
記
録
「
天
皇
陛
下
鷹
巣
町
行
幸
の
想
い
出
」
（
故
・

二
階
堂
善
三
鷹
巣
公
民
館
長
編
）
と
、
町
所
蔵
の
写
真
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
水
害
は
、
昭
和
22
年
７
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
降
り
続

い
た
豪
雨
に
よ
り
、
県
の
三
大
河
川
が
氾
濫
、
鷹
巣
町
も

舟
見
町
や
舟
場
地
区
の
一
部
が
濁
流
の
海
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
水
害
の
復
旧
作
業
中
の
８
月
12
日
、
昭
和
天
皇
が

来
町
さ
れ
、
被
災
地
や
戦
災
者
の
引
揚
者
住
宅
、
鷹
巣
農

林
高
校
な
ど
を
視
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
階
堂
氏
は
視
察
先
で
の
昭
和
天
皇
の
会
話
な
ど
も
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
天
皇
の
人
柄
や
視
察
当
時
の
よ

う
す
が
た
い
へ
ん
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

新
・
た
か
の
す
の
昔
っ
こ
〈
昭
和
22
年
水
害
と
昭
和
天
皇
の
御
視
察
の
記
録
か
ら
〉�

　�
����������������������

���

コ
レ
ー
ト
色
の
短
グ
ツ
と
い
う
御
軽

装
。
歓
迎
の
た
め
集
っ
た
一
人
々
々

の
心
に
戦
前
と
比
較
さ
れ
て
万
感
胸

に
せ
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。�

　�
�������������

　�　
駅
待
合
室
に
居
並
ぶ
秋
田
管
理
部

���

　
＝
お
召
列
車
で
午
前
十
時
五
分
鷹

巣
駅
に
御
着
車
、
陛
下
は
薄
い
ね
ず

み
色
の
背
広
に
カ
ン
カ
ン
帽
、
チ
ョ

　�

保
線
区
員
一
同
に
対
し
、
「
水
害
復

旧
の
た
め
よ
く
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
、

物
資
不
足
の
折
柄
大
変
だ
っ
た
ろ
う
」

と
の
御
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。�

　�
�������������

　
駅
前
か
ら
自
動
車
で
沿
道
に
堵
列

す
る
付
近
町
村
民
約
三
万
の
奉
迎
申

し
上
げ
る
中
を
、
舟
場
部
落
の
水
害

個
所
を
お
通
り
な
ら
れ
て
鷹
巣
営
林

署
舟
場
貯
木
場
に
お
成
り
に
な
り
ま

し
た
。�

　
こ
こ
で
広
江
秋
田
営
林
局
長
の
御

説
明
に
よ
り
巻
立
手
達
が
コ
ラ
サ
ノ

サ
ー
ゝ
の
勇
ま
し
い
か
け
声
で
行
う

木
材
巻
立
作
業
状
況
を
御
覧
に
な
っ

た
の
ち
、
付
近
に
居
並
ぶ
営
林
署
員

に
、
「
随
分
苦
し
い
だ
ろ
う
が
森
林

は
日
本
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
だ
か

ら
愛
護
し
て
や
っ
て
く
れ
」
と
御
激

励
下
さ
れ
ま
し
た
。�

　�
������������

鷹ノ巣駅頭から車に乗り込む昭和天皇

鷹巣町を襲った昭和22年の水害。米代川が氾濫し、
両岸の舟見町や舟場地区が洪水に襲われた。

天皇の視察巡行を迎える鷹巣町民

徒歩で展望所（現ライオンズの森）に向かう天皇

と
れ
つ
�

め
し
�

「
天
皇
陛
下
鷹
巣
町
行
幸
の
想
い
出
」
（
抜
粋
）�
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こ
こ
か
ら
御
徒
歩
で
陣
場
岱
に
お

登
り
に
な
り
、
展
望
所
で
蓮
池
知
事

が
地
図
を
指
し
て
、
こ
の
度
の
水
害

に
よ
り
こ
の
付
近
一
帯
だ
け
で
も
数

千
町
歩
冠
水
し
ま
し
た
、
と
御
説
明

申
し
上
げ
れ
ば
、
陛
下
は
眼
下
を
流

れ
る
米
代
川
を
な
が
め
ら
れ
、
「
水

害
は
戦
時
中
の
木
材
濫
伐
に
よ
っ
て

起
っ
た
も
の
か
、
雨
量
ほ
ど
の
程
度

だ
っ
た
か
、
大
変
だ
っ
た
ろ
う
ね
」

と
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。�

　�

��������������

　
更
に
歩
を
進
め
ら
れ
、
同
所
に
於

て
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
た
水
害
十

七
ヵ
町
村
長
の
そ
ば
に
お
立
ち
に
な

ら
れ
て
御
激
励
や
ら
御
慰
問
の
お
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
そ
れ
よ
り
ま
た
御
徒
歩
で
鷹
巣
町

引
揚
者
、
戦
災
者
住
宅
に
入
ら
れ
、

成
田
鷹
巣
町
長
の
御
説
明
に
よ
っ
て

二
十
九
世
帯
一
軒
毎
に
立
寄
ら
れ
、

「
ど
ち
ら
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
た
の
か
、

よ
く
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
、
大
変
だ
っ

た
ろ
う
、
明
る
い
気
持
で
再
起
の
た

め
が
ん
ば
っ
て
く
れ
」
と
、
お
眼
鏡

の
奥
か
ら
柔
和
な
お
ま
な
ざ
し
で
お
っ

し
ゃ
る
と
、
戦
災
引
揚
者
は
感
激
の

あ
ま
り
号
泣
す
る
者
も
居
っ
て
、
お

答
え
で
き
ぬ
状
景
で
あ
り
ま
し
た
。�

　�

������������

　
そ
れ
か
ら
自
動
車
で
秋
田
県
立
鷹

巣
農
林
学
校
に
お
い
で
に
な
り
、
河

田
校
長
の
御
先
導
で
一
た
ん
御
便
殿

に
お
は
い
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。�

　
広
江
秋
田
営
林
局
長
の
林
業
に
関

す
る
御
説
明
を
約
五
分
間
お
聴
取
の

上
、
林
業
関
係
の
参
考
品
を
御
興
深

く
御
覧
に
な
り
ま
し
た
。
同
所
で
御

昼
食
を
お
召
し
上
が
ら
れ
、
御
小
憩

の
後
校
庭
の
林
間
を
御
散
策
な
さ
れ
、�

「
こ
の
樅
は
立
派
に
伸
び
て
い
る
」

「
こ
れ
は
楢
だ
ね
」
茂
み
の
数
十
種

【
二
階
堂
善
三（
一
九
〇
四
―
一
九
八
九
）】

明
治
37
年
生
ま
れ
。
旧
栄
小
、
旧
鷹
中
の

校
長
、
旧
鷹
巣
公
民
館
長
な
ど
を
歴
任
。

勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
。
「
鷹
巣
地
方

史
研
究
」
の
創
始
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

蓮池知事（当時）から説明を受ける天皇。
進駐軍により警護された視察だった。

戦災者住宅を案内する成田喜八町長（当時）

の
樹
木
の
中
に
間
違
っ
た
名
札
を
ご

指
摘
な
さ
る
な
ど
ユ
ー
モ
ア
な
ご
容

姿
、
ふ
と
木
に
と
ま
っ
て
る
長
さ
三

セ
ン
チ
程
の
昆
虫
を
お
つ
ま
み
に
な
っ

て
、
「
ホ
シ
カ
ミ
キ
リ
害
虫
だ
ね
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
河
田
校
長
に
お
あ

げ
に
な
り
ま
し
た
。�

　
両
手
で
お
う
け
し
た
も
の
の
、
虫

に
中
指
を
か
み
つ
か
れ
て
、
じ
っ
と

痛
さ
を
こ
ら
え
た
一
コ
マ
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

　
や
が
て
学
校
職
員
、
生
徒
及
び
住

民
の
御
見
送
り
す
る
中
を
再
び
自
動

車
で
鷹
巣
駅
に
向
わ
れ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。�

　
か
く
て
鷹
巣
駅
を
午
後
零
時
四
十

分
お
た
ち
に
な
り
、
東
能
代
駅
に
向

わ
れ
ま
し
た
。�

　
只
万
歳
の
声
は
海
浪
の
よ
う
に
湧

き
あ
が
り
、
こ
の
盛
ん
な
御
見
送
り

に
微
笑
を
浮
べ
な
が
ら
お
帽
子
を
お

ふ
り
に
な
ら
れ
て
ご
会
釈
下
さ
れ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＝�

【昭和天皇の水害地視察記念碑】

　展望所跡（現ライオンズの森）には昭和23年
に記念碑が建立された。この写真は当時のもの。
碑文は「天皇陛下水害地御展望之迹」と記載さ
れている。七日市からの運材のため利用された
森林軌道と、米代川の対岸には統合前の鷹巣中
学校（現在の地域福祉センターの場所）が見える。

ら
ん
ば
つ
�

ご
び
ん
で
ん
�

も
み
�な

ら
�
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９
月
20
日
は
「
空
の
日
」
。
ま
た
20
日
〜
30
日
は

「
空
の
旬
間
」。あ
き
た
北
空
港
で
も
９
月
12
日（
日
）、

空
の
日
・
旬
間
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
ス
カ
イ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
空
の
日
は
、
民
間
航
空
再
開
40
周
年
に
あ
た
る
平

成
４
年
、
航
空
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
日
、
北
空
港
で
も
、
「
空
港
探
検
隊
」
「
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行
」
「
ち
び
っ
こ
空
港
ふ
れ
あ

い
タ
イ
ム
な
ど
」
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多

く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

�

　
県
北
地
区
を
「
自
然
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
メ

ッ
カ
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
９

月
12
日
（
日
）
、
た
か
の
す
風
土
館
で
開
催
さ
れ
、

世
界
遺
産
の
白
神
山
地
を
は
じ
め
と
す
る
県
北
地
区

の
自
然
と
観
光
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
講
演
会
で
は
、
自
然
保
護
の
活
動
家
と
し
て
知
ら

れ
る
Ｃ
・
Ｗ
ニ
コ
ル
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
験

か
ら
「
日
本
ほ
ど
豊
か
な
自
然
や
維
持
す
る
た
め
の

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
国
は
な
い
。
そ
の
良
さ
を
も

っ
と
認
識
し
、
こ
の
地
域
で
も
、
よ
り
多
く
の
ガ
イ

ド
の
養
成
や
し
っ
か
り
し
た
指
導
な
ど
で
、
積
極
的

に
保
護
活
動
を
行
う
べ
き
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。�

積
極
的
な
保
護
活
動
を

北
空
港
で
空
の
日
イ
ベ
ン
ト

Ｃ
・
Ｗ
ニ
コ
ル
氏
を
招
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
民
健
康
保
険
に
理
解
を

自然保護活動には厳しさも必要と語るニコル氏

　
ス
キ
ー
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競
技
で
活
躍
を
続
け
て

い
る
鷹
巣
農
林
高
校
出
身
の
高
橋
大
斗
選
手
が
、
母

校
で
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 �

　
こ
の
Ｃ
Ｍ
は
、
秋
田
県
国
保
連
合
会
が
製
作
を
依

頼
し
て
い
る
も
の
で
、
健
康
推
進
を
目
的
と
し
て
い

る
事
業
の
目
的
が
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
健
康
で

さ
わ
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
か
ら
、

今
回
、
高
橋
選
手
が
選
ば
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。�

　
撮
影
は
、
高
橋
選
手
が
母
校
を
訪
れ
た
設
定
で
行

わ
れ
、
後
輩
と
一
緒
に
練
習
す
る
シ
ー
ン
な
ど
が
収

録
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
Ｃ
Ｍ
は
、
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
県
内
の

民
放
３
局
で
放
送
さ
れ
ま
す
。�

高
橋
大
斗
選
手
が
母
校
で
Ｃ
Ｍ
撮
影

�

ヘリコプターでの遊覧飛行は大人気

滑
走
路
の
探
検
に
ち
び
っ
こ
の
歓
声

「撮影は緊張しました」と語っていました
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�

予防接種料金の一部を町が助成します�

●インフルエンザ予防接種は、あくまでも被接種者の希望により行うものです。

●医療機関においてある啓発資料をよく読んで、必要性などをよく理解してから

　接種を受けましょう。

●かかりつけの医師とよく相談の上接種を受けられることをお勧めします。

●老人健康手帳または、健康保険証を窓口に提示してください。

●生活保護受給者は料金が無料になりますので、受給者証を窓口に提示してください。

●接種日において満65歳以上の方

●60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器の

　機能等に身体障害者１級程度の障害を有する方

北 秋 中 央 病 院

鷹 巣 病 院

う え だ ク リ ニ ッ ク

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

近 藤 医 院

佐 々 木 産 婦 人 科 医 院

佐 藤 外 科 消 化 器 科 医 院

た む ら 内 科 ク リ ニ ッ ク

津 谷 内 科

と し ま 医 院

戸 嶋 産 婦 人 科 医 院

奈 良 医 院

藤 原 医 院

盛 岡 外 科 医 院

62－1455

62－1210

60－1055

63－0515

62－1155

63－0105

62－1420

63－2700

62－2261

62－1267

62－1123

62－1146

62－2882

62－1101

鷹巣町内実施医療機関

肺炎球菌ワクチン予防接種�

　インフルエンザは普通の風邪と違い感染力が強く爆発的な流行を起こし、重症になると死に至る危険が

あります。

　特に、高齢者は気管支炎や肺炎などを併発しやすく、呼吸器や循環器に持病のある人は重症化しやすい

ため最も注意しなければなりません。

　一番確実な予防方法は、流行前に予防接種を受けることです。最近の研究で65歳以上の高齢者について

約45％の発病を阻止し、82％の死亡を阻止する効果があったと報告されています。

◎インフルエンザは怖い�

接種を受けてから、抵抗力がつくまでに２週間程かかり、免疫持続期間は約５カ月間とされて

います。　　

実施期間は１月31日までですが、インフルエンザが流行する前の12月中までに接種を受けて

おくことをお勧めします。

医療機関によって異なり、鷹巣町が助成する1,500円を差し引いた金額となります。

　例）Ａ医院の料金が3,000円の場合、自己負担額は3,000円－1,500円＝1,500円

秋田県内のほとんどの医療機関で接種を受けられます。直接、医療機関へ申し込みください。

イ ン フ ル エ ン ザ 定 期 予 防 接 種 �

対 象 者�

自己負担�

申し込み�

注意事項�

実施期間�

接種回数�

助成金額�

10月１日～平成17年１月31日

１回

１人　1,500円

実施期間�10月30日で終了しますので、希望する方は早めに実施医療機関へお申し込みください。

◎お問い合わせ　　鷹巣町保健センター　a62－6666

予防接種について�



◎お問い合わせ�
　鷹巣町保健センター　a62－6666

妊 婦 の 方

虫歯予防（フッ素イオン導入）

10月13日（水）全血
10：00～12：45
13：50～14：40
15:10～16:30

鷹 巣 高 等 学 校
吉 野 の 郷
埋蔵文化財センター北調査課

キッズパーク（子育てサークル）

◎母子健康手帳交付とマタニティ講座①
日時　４日（月)・18日（月）�
受付　13：00～13：10�
◎マタニティ講座②
日時　22日（金）　18：00～20：30�
対象　１～３月出産予定の方及び家族の方�
持参　母子健康手帳、テキスト、筆記用具�
　　　エプロン、動きやすい服装�
申し込み　15日（金）まで�
　�
�
◎５歳児健康診査
日時　５日（火）　受付　12：30～12：40�
持参　母子健康手帳・アンケート票�
　　　歯ブラシ�
�
�
◎１歳６カ月児健康診査
日時　12日（火）　受付　12：30～12：40�
持参　母子健康手帳・アンケート票�
　　　バスタオル�
　　　�
�
◎７カ月児育児相談�
日時　26日（火）　受付　９：15～９：30�
持参　母子健康手帳・アンケート票�
　　　バスタオル�

◎４カ月児健康診査�
日時　26日（火）　受付　12：50～13：00�
持参　母子健康手帳・アンケート票�
　　　バスタオル�

日時　12日（火）　受付　13：30～15：00�
持参　母子健康手帳・タオル�
対象　３歳以上で就学前のお子さん�

◎バス遠足（ふれあい緑地公園）�
日時　１日（金）　�
集合　９時50分（保健センター）�
◎フリーマーケット�
日時　15日（金）　10：00～11：30�
遠足と出店の申し込み・お問い合わせ�
　　　　　辻　永　麻　美　さん�
   　　a６２－０８１５�

（  　　）�

◎定例健康相談（保健センター）
　日　程　13日（水）�
　時　間　午前９：00～11：30　 �
　内　容　健康相談、血圧測定、尿検査等�

◎いきいき健康相談（鷹巣町訪問看護ステーション）
　日　程　毎週火金 午前９：30～12：00�

　　　　　　　　　 午後１：00～ ４：00�

　内　容　健康相談・血圧測定など�

祝日は�
休みです�

平成11年８～９月生まれのお子さんのいる方

平成16年６月生まれのお子さんのいる方

平成15年１～３月生まれのお子さんのいる方

平成16年３月～４月生まれのお子さんのいる方

ヘルシー教室開催 ～食生活改善推進協議会～
●日　　時　14日（木）　午前９：30～午後２：30�
●会　　場　鷹巣町保健センター
●内　　容　①開講式、ヘルスサポーター21事業について
　　　　　　②健康日本21について
　　　　　　③調理実習　ヘルシークッキング
　　　　　　④食塩、肥満、体脂肪について
●参 加 費　50円（パンフレット代として）
●持　　参　エプロン、三角巾、筆記用具
　　　　　　普段飲んでいる味噌汁
●対 象 者　全町民　先着30名になり次第締め切ります
●申込期限　７日（木）まで

　タバコは、ガン、心筋梗塞、脳卒中などの生活習慣病を引
き起こす大きな原因の一つです。「やめたいけど自信がない」
「もうやめたい」と思っているあなた。一緒に禁煙にチャレ
ンジしてみませんか？
●対　　　　象　喫煙本数１日20本以上の方で、禁煙実行
　　　　　　　　を希望する方、先着30名
●指 導 期 間　３カ月
●費　　　　用　無料
●初回面接指導　10月27日（水）
●面接、電話、手紙による指導
　・喫煙状況調査：状況をおたずねします。
　・保健師が月１回程度の個別指導を行います。
　・検査は２回程度。
　・禁煙達成の確認、各種教材を用いた説明や指導。
●３カ月後面接指導　平成17年１月26日（水）�
◎希望される方は、20日（水）まで保健センターへ申し込
　みください。

禁 煙 チ ャ レ ン ジ 教 室

健康教室・相談�健康教室・相談�
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10・２（土） 秋田県演劇団体連盟創立35周年記念合同公演

 たかのす劇団第13回定期公演

 　前売券500円　当日券700円

 　小学生以下無料（全席自由） 18:00～

　　３（日） 自主事業「リンクスファミリ－コンサ－ト」 

 　前売券2,500円　当日券3,000円

 　（全席自由） 14:00～

　　９（土） わらび座ミュ－ジカル「よろけ養安」

 　●入場券は当日券のみとなりました

 　一般　3,500円　小中高　1,800円

  14:00～

　　16（土） おはなしでてこい 14:00～

　　17（日） 鷹巣民謡かもめ会発表会

 　前売券1,000円　当日券1,500円

  12:00～

【10月のロビー展】パッチワーク花みずきグループ

10・１（金） チャリティーダンスパーティー

  19:00～21:00

　　３（日） 鷹巣町婦人団体連絡協議会

 25周年記念式典・祝賀会 10:30～15:30

　　９（土） 中央公民館講座「トライあんぐる」

 　木工作品づくり ９:00～12:00

　　９（土）～11（月）第18回鷹画会作品展

 （11日は16：00まで）  ９:00～17:00

　　16（土） 生き活きセミナーたかのす

 　演題「縄文文化と現在」 10:00～11:40

　　17（日） 鷹巣小学校創立１３０周年記念祝賀会

  17:30～19:30

スポーツ　　 a６２‐３８００ ファルコン　 a６２‐３３１１

中央公民館　 a６２‐１１３０

�

�

�

10・３（日） 町長杯ソフトテニス大会

 中央公園テニスコート

 全日本９人制バレーボール総合選手権

 秋田県予選 鷹巣体育館

　　９（土）・10日（日）第２回鷹巣バファローズ杯

 全県選抜鷹巣大会 中央公園野球場

　　10（日） 第18回ＪＣカップバレーボール大会

  鷹巣体育館

　　11（月） 健康・スポーツフェスタ２００４

  鷹巣体育館

　　17（日） ９人制バレーボール一般選手権

  鷹巣体育館

　６、１１、１３、１７、２０、２７日は休館日です

　開館時間　９：００ ～１７：００

●休 館 日　４、１２、１３、１８、２５日

●営業時間　８：30～19：00

◎お問合わせ先　　　ひまわりの家　a７８－４０２５

ひまわりの家からのお知らせ

●日　　程　10月20日（水）　受付13：30～14：30

●相談時間　14：00～16：00

●場　　所　鷹巣阿仁福祉環境部　２階５相談室

●医　　師　鷹巣病院　高世光弘先生

　精神障害者の正しい理解と精神障害者に対する偏

見、差別を是正し、社会参加を促進する地域社会を

形成するため、研修会を開催します。

●日　　時　10月22日（金）　14：00～16：00�

●場　　所　鷹巣阿仁広域交流センター

●内　　容　講　演

　　　　　　「精神障害者の地域生活支援について」

　　　　　　講　師　宮城県精神保健福祉センター

　　　　　　　　　　所長　　白　澤　英　勝　氏

◎お問い合わせ

　　　　鷹巣保健所内　児童・障害者班

　　　　　　　　　　　　　　　　a６２－１１６５

精神保健相談・老人精神保健相談
及びアルコール健康相談　開催

県北地区精神保健福祉指導者研修会

　第36回文化祭たかのす讃歌発表会で合唱グルー
プの方々と一緒に参加していただける方を募集して
います（初心者大歓迎）。

●練 習 日　後日連絡します

●練習会場　中央公民館、ファルコンを予定

●申込期限　10月８日（金）まで

●発表期日　10月31日（日）18:30～

◎申し込み・お問い合わせ
　　  鷹巣町教育委員会生涯学習振興課　a６２－１１１１

「たかのす讃歌」�
合唱の一般参加者を募集しています
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　秋田県教育委員会では、来年４月に小学校や幼稚園

等に入学・入園する子ども、またすでに就学・就園し

ている子どもについて、特別支援を必要とする保護者

の相談をお受けします。

　相談には、特別支援教育指導員、特別支援教育担当

教員、児童福祉司、家庭相談員などが相談にあたりま

すので、相談を希望される方は事前に申し込みの上、

お子さんとご一緒にお出でください。

●日時　10月20日（水）　10：00～15：00

●場所　鷹巣小学校

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　鷹巣町教育委員会　 　　a６２－１１１１

おしらせ

　珪藻土とは、藻類（プランクトン）の死骸が、海

底や湖底に長年にわたって推積してできた粘土状の

泥土で、効果としては保温・断熱・防露・調湿・遮

音・脱臭などの機能を持っています。

●目　　的

　鷹巣町商工会秋田珪藻土研究会住宅部会が、珪藻

土壁及び粗粒珪藻土床下材の施工を希望する方を募

集し、その選定に合格した方にモニターを委嘱し、

珪藻土壁及び粗粒珪藻土床下材の普及を図ることを

目的とします。

●選定基準　
　①資　　格　鷹巣町内に在住する方

　　　　　　　（１住宅８畳間以内）

　②選定方法　公募により希望した方から選定する

●モニター定数　珪藻土壁５名

　　　　　　　　粗粒珪藻土床下材２名

　　　　　　　　（施工代は無料です）

●任　　務　

　①珪藻土壁及び粗粒珪藻土床下材の施工前、施工

　　後について意見及び提案等を随時提出する。

　②日々の数値について、記入表に記入する。

　③施工後の状況確認について同意する。

●募集期限　10月15日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ　

　　　　鷹巣町商工会　 　a６２－１８５０

次の場合は農地についての許可や
届出が必要です
・耕作する目的での農地の売買や賃借をする場合。

・農地に住宅等（農舎、植林、看板等を含む）を建

　てる場合や、農地を農地以外の用途（駐車場や資

　材置場等）に使用する場合。

・農地の改良を目的に盛土をする場合。

※許可なく行った場合は処罰されることがあります

ので、事前に農業委員会へお問い合わせください。

◎お問い合わせ

　　　　鷹巣町農業委員会　　 　a６２－１１１１

巡回教育相談活動を実施します

珪藻土壁・粗粒珪藻土床下材施工
モニター　
珪藻土壁・粗粒珪藻土床下材施工

鷹巣町次世代育成支援行動計画
策定委員１５名を委嘱

モニター　

募　集
　次世代育成支援行動計画とは、地域における子育

て支援、親子の健康確保、教育環境の整備、子育て

家庭に適した居住環境の確保、仕事と家庭の両立等

について町として取り組むべき地域行動計画のこと

で、平成17年度から平成21年度の５カ年間におい

て実施する施策がもりこまれます。　

　鷹巣町では、15名の策定委員を８月３日に委嘱

しましたのでご紹介します。

区　　分 氏　　名関係団体長名

佐 藤 進 一

伊 藤 克 男

佐 藤 　 弘

佐 藤 忠 治

村 上 耕 治

木 元 正 一

高橋　貞亮

岡 村 順 子

津 谷 宏 幸

七 尾 友 子

湊 屋 啓 二

成田久美子

檜 森 　 正

中 嶋 喜 代

中 嶋 洋 子

前鷹巣阿仁福祉事務所長

町民間保育協議会長

町民生委員児童委員協議会長

鷹 巣 児 童 館 長

陽 清 学 園 長

町 校 長 会 長

鷹巣農林高等学校生活指導主事

町幼児教育研究会長

町ＰＴＡ連合会長

町養護教諭部会長

町子ども会育成連絡協議会長

町子育て支援ワーキング運営委員

町 商 工 会 長

町婦人会連合会長

町議会福祉厚生常任委員長

会 長

職務代理者

委 員
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慶弔だより
８月１６日～３１日届出分・敬称略
慶弔だより

９月1日～15日届出分・一部敬称略

お誕生おめでとう
　　　　ございます

おくやみ申し上げます

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）�

佐 藤 倖 大

村 上 琉 青

佐 藤 悠 音

加 賀 優 月

佐 藤 碧

横 山 佳 純

(　 )
(　 )
(　 )
(　 )
(　 )
(　 )

糠 沢

掛 泥

四 渡

幸 町

堂 ケ 岱

幸 町

二男

長男

三男

長女

長男

長女

哲也

健児

卓美

憲一

和則

貞幸

安希

知鶴

恵美子

真希子

浩子

裕子

掛 泥   

松 葉 町

佐 助 岱

坊 山

七日市本郷

大 堤

舟 見 町

東 横 町

南 鷹 巣

相 善 町

蟹 沢

糠 沢

松 葉 町

今 泉
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さん
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さん

お二人の前途を
　　　　祝福します

簾 内 伸 也

柴 田 真 由 美（ 　さん

　さん

今 泉  

今 泉

税   の 納 期 限

町 　 県 　 税 第３期�

１１月１日まで�
国民健康保険税 第４期�

ファルコン自主事業：フルートアンサンブル�

「リンクス」ファミリーコンサート�
○共演：藤島尚子バレエスタジオ�

と　き　１０月３日（日）�
じかん　pm2：00開演（１：30開場）�

前売券：2,500円　当日券3,000円�
　　　　（全席自由）�
�●プログラム�
・G線上のアリア、「白鳥の湖」組曲より、
　タイタニック、ボレロほか�
●チケットのお求め・お問い合わせ�
　たかのす風土館　a62－3311

たかのす劇団第13回定期公演�

作：三澤守一　　演出：成田豊人�
「おれおれ…誰？」�

と　き　１０月２日（土）�
じかん　pm 6：00開演（５：30開場）�
※県演劇団体県北地区公演「人を食った話」との
　合同公演となります（当作品の上演が２番目）�
前売券：500円　当日券700円�
〔プレイガイド〕�
・たかのす風土館　a62－3311�
・日活書店　・小塚商店　・マルタ�
・秋北新聞社�

たかのす風土館（ファルコン）10月公演より��

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

曜
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

電話番号
62－2261
62－1455
63－2700
60－1055
62－1146
62－2882
62－1420
62－1455
63－0105
62－1101
62－1455
62－1123
62－1400
62－1155
62－1267
62－2261

医 療 機 関 名
津 谷 内 科
北 秋 中 央 病 院
たむら内科クリニック
うえだクリニック
奈 良 医 院
藤 原 医 院
佐藤外科消化器科医院
北 秋 中 央 病 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 中 央 病 院
戸 嶋 産 婦 人 科 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
近 藤 医 院
と し ま 医 院
津 谷 内 科

（午後６：３０～９：００）
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津谷六十郎 

成 田 久 一

中 島 　 清  

佐 藤 重 信  

吉 田 松 江  

三沢千鶴子 

小 林 正 市

九 嶋 　 光  

　橋ツヨノ

高 坂 萬 助

伊 藤 政 治

今 川 四 郎

杉 澤 く り

武 田 徳 市
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鷹巣まるごと健康スポーツデー�鷹巣まるごと健康スポーツデー�鷹巣まるごと健康スポーツデー�鷹巣まるごと健康スポーツデー�

１０月１１日（月）�

「体育の日」�

　８：００～　８：３０　参加者受付　
　８：３０～　８：５０　オープニングセレモニー
　　　　　　　　　ラジオ体操100日運動表彰式
　９：００～１０：００　運動指導
１０：００～１２：００　各種イベント開催　　　　　　

日　程�

　　　　　菅原恵子先生の指導による
　　　　　燃焼ダンス

エアロビクス教室２００４　

鷹 巣 体 育 館
午前１０：３０開始

鷹　巣　新　発　見！
市街地一周５Ｋウオーキング

さわやかウオーキング　

鷹 巣 体 育 館 発 着
午前１０：００スタート

協会員が一緒にプレーしながら優しく指導

グラウンドゴルフ教室�

あきた北空港ふれあい緑地
午前１０：００開始

中学生から一般まで、対抗戦形式で楽しくプレー
　　　　　　年齢を超えたプレーにこうご期待！

町民ソフトテニス交流大会�

中央公園テニスコート
午前９：００開始

鷹巣町ソフトボール男子チーム
　① 鷹中野球部 vs 鷹巣ダンディーズ
　② 鷹中野球部 vs 南中野球部
　③ 南中野球部 vs 鷹巣ダンディーズ

ソフトボール交流試合�

河川敷ソフトボール場
午前９：００開始

健康づくりコーナー
　体内脂肪測定
　体力年齢

禁煙相談コーナー
　呼気中一酸化炭素濃度測定
　個別禁煙教育参加者募集

健康相談コーナー
　血圧測定・体脂肪測定
　アルコール体質判定
　健康ビデオの上映ほか

食生活コーナー�
　テーマ「高血圧を予防する食事」
　　食生活改善食試食会
　　展示パネル

体力診断測定コーナー
　体力診断システム（THP）による体力測定
　中央病院専門家による健康指導

生命の貯蓄体操�
　活動グループが初心者にもわかりやすく指導
�
ニュースポーツコーナー�
　・フリーブロー　・スマイルボウリング
　・ミニテニス    　・ペタンク  
�
バドミントン教室　
　協会員が初心者にもていねいに指導
 �
初心者ユニカール教室　
　協会員が初心者にもていねいに指導

◎お問い合わせ
　　　鷹 巣 体 育 館　　a６２－３８００�
　　　鷹巣町保健センター　　a６２－６６６６�

鷹 巣 体 育 館　（内履きを持参ください）
午前１０：００～１２：００

内　　容　　「健康づくりのための
　　　　　　　　　　　　日常運動」

講　　師　　　運動教室「シェープＫ」主宰
　　　　　　　　　　　　菅　原　恵　子 先生

運動指導�

多彩なイベントがたくさんあります
参加記念品を差し上げます

健康に関心のある方、スポーツに関心
のある方お待ちしています

２００４�２００４�２００４�




